広島県江田島市立三高中学校　中３数学：「教えて考えさせる授業」デモ授業 2009,12,10
相似とその応用－「比と平行線」における証明の思考過程―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者：市川伸一（Ｔ１）・大下展弘（Ｔ２）
　中学３年ともなると、数学で扱う内容は、かなり高度になってきて、「教科書を読んでもよくわからない」「授業を聞いてもわからない」「復習しても定着がよくない」ということが増えてくる。今回の「比と平行線」については、生徒が教科書を読み込み、教師が教科書に沿った指導を行っても、次のような問題が生じると思われる。
　第１は、「いったいここでやっていることは何なのか」という位置づけができない生徒が少なくないことである。「三角形ＡＢＣでＢＣに平行な線分ＰＱをとると、辺ＡＢの分割比と辺ＡＣの分割比が等しくなる」という命題（定理）をまず習い、続いてその逆（分割比が等しければ、線分ＰＱと辺ＢＣが平行になること）を習うわけだが、この「逆」という意味がわかっているかどうか、こころもとない。また、分割比の取り方として、「部分：全体」と「部分：部分」があるわけだが、これが明確に理解されているかもあやしい。
　第２は、「教科書の証明を読み、教師が解説しても、自分で証明ができない生徒が多い」ということである。ここには、「証明のしかたがわかっているが、うまく書き表せない」という問題もあるが、より基本的で、しかも困難な問題は、「証明のしかたを思いつかない。どう考えていったらよいのか、わからない」という生徒が非常に多いことだ。これは、何もこの単元だけの問題ではなく、証明問題というのは、中学校の数学における最大の関門であるが、同時に、中学数学を学んだというためには、ぜひ乗り越えてほしいところでもある。証明は、小学校の算数と、中学校の数学を分ける大きなポイントであり、ここで育てる論理的な思考と表現は、数学以外の学習や生活領域でも生かしてほしい内容といえよう。
　上記の２点の克服をめざし、本授業は、「教えて考えさせる授業」のデモ授業として、次のような指導目標を立てる。
　　指導目標：①「比と平行線」で扱う命題（定理）を整理して理解すること。
　　　　　　　②証明するときの思考過程として、結論から逆にたどる「後ろ向き思考」を理解し、本時の内容に適用し、口頭で思考過程と証明過程を説明できること。
　具体的には、「教えて考えさせる授業」で、以下のような展開をすることとした。
　　教師からの説明：①「逆」ということを確認し、「平行線なら比が等しい」「比が等しいなら平行線」という関係を説明する。また、「部分：全体」「部分：部分」の両方の比のとりかたがあることを明示する。「比が等しい」とは、定義上「ａ：ｂ＝ｍａ：ｍｂ」であることを図に書き込む。
　　　　　　　　　　②証明するときの「後ろ向き思考」について、例題に則して説明する。
　　理解確認：小グループに分かれ、簡単な類題で「後ろ向き思考と証明」を口頭で行う。

理解深化：小グループに分かれ、「部分：部分」の証明に挑戦する。
　　
	教師からの説明・課題提示・支援
	生徒の学習活動

	前時までの復習と予習
前時の復習(p.108～109, p.116～119)
本時内容の予習(p.120～121)
教師からの説明（１５分）

　前時と本時の内容の比較（リズムよく）
前時：平行線なら比が等しい
　本時：比が等しいなら平行線
　互いに逆（仮定と結論を入れ替える）
　「比」とは、部分：全体、部分：部分
　図に書き込むと、ａ：ｂ＝ｍａ：ｍｂ

証明の思考過程：後ろ向き思考
　これとこれが平行になる（結論）

そのためには　同位角が等しい　といいな

そのためには　△と△が相似　だといいな
　そのためには　相似条件が成り立つといいな
　２辺の比と間の角が等しい（仮定）
　成り立つではないか！　ヤッタ！

証明は前向きに書いていく（p.120）
理解確認（１５分）

類題：直線ＰＱが点Ａより上にある場合

思考過程をたどって説明し、口頭で証明
理解深化（１５分）

　部分：部分の場合の証明を考える
　ヒントとして問１をやってみる
　思考過程をたどって説明し、口頭で証明
自己評価（５分）

時間があれば発表。


	教科書を通読し、わからない個所に付箋
ワークシートに補足しながらまとめる

　小グループでワークシートの式や図をもとに相互説明する
　全体での発表
　個人で解決／小グループでの協同解決。
　証明に必要なメモを残しておく

　全体での発表

今日の学習を振り返り、大事なこと、まだよくわからないことをまとめる。

授業についての意見、感想など


（　　）年　（　　）番　　名前　（　　　　　　　　　　　 ）　　（　　）班

「比と平行線」で証明に強くなろう
知っておこう：証明を考えるときのポイント
　

■比と平行線（教科書の内容の整理）
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　前時と本時の内容の比較（リズムよく！）

前時：平行線なら比が等しい
　　　　　　↓　逆　↑

　本時：比が等しいなら平行線
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互いに逆（仮定と結論を入れ替えたものを「逆」という）

ここでいう「比」とは、部分：全体
部分：部分
　図に書き込むと、ａ：ｂ＝ｍａ：ｍｂ

■さて、証明は　……　証明が得意な人の頭の使い方
まず、部分：全体の証明を考えてみよう
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証明の思考過程：後ろ向き思考

　これとこれが平行になる（結論）

そのためには　同位角が等しい　といいな

そのためには　△と△が相似　だといいな

　そのためには　相似条件が成り立つといいな

　２辺の比と間の角が等しい（仮定）

　成り立つではないか！　ヤッタ！

証明は前向きに書いていく（p.120）

確かめよう
直線ＰＱが点Ａより上にある場合で練習

　メモ

深めよう
　部分：部分の証明にチャレンジしてみよう
　ヒントとして問１（p.120）をやってみる

    (1)
(2) 
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　部分：部分の一般的証明……後ろ向き思考と証明

　　　AP : PB =AQ : QC ならば PQ // BC
　メモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに
（１）きょうの授業で、大事だと思ったことは何ですか。
（２）まだよく分からないことは何ですか。

（３）おもしろかったことは何ですか。

（４）おもしろくなかったことは何ですか。

（５）その他に、感想や意見があったら、ぜひ書いてください。
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まず、問題解決力診断課題をご説明します。各コンポーネントに対応して課題を作成しています。時間的な制約もありますので，特徴的なもののみ説明します。詳しい課題例はお手元の資料を見てください。



たとえば，数学的概念に関する知識を診断するために，数学的概念の説明課題を作成しています。例えば，この課題では，「逆数」の定義と具体例を記述式で説明させる問題を作成しました。



また，視覚的表現の自発的作成というコンポーネントを診断するために，比較的複雑な文章題で図や表を自ら作成しているかどうか評価する問題を作成しました。
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